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　昨年（1973年）夏に，私はインドネシアへ出かけた
が，旅行は短期間であり，十分な事前調査をすること
もなく，ただ僅かな場所を見てきたにすぎない。従っ
て研究は専ら帰国後に，既存の文献を調べて現地で得
た資料や友人の話などと照合しながら考えてみるとい
う方法になった。
　目的は，インドネシアの経済開発に当たり，日本か
ら進出している企業は現地で強固な地盤を築き上げて
いる華僑を全く利用しないで，うまく企業経営がでぎ
るのかどうか。現在のところ日本企業は純粋インドネ
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シァ人だけと手を組んで企業経営を進めることなく，
ほとんどが華僑と手を組んでいるのはなぜか，という
問題の解明にあったが，同時に現地できらわれている
華僑と一切手を切ってしまうとすれば，どういうこと
が問題になってくるのかを研究してみることであっ
た。
　　　　　　　　　　　1
　帰国後，私は，①援助・協力のむずかしさ，②イン
ドネシア経済における華僑の地位，③インドネシアの
二重経済・二重社会と経済開発，④日本企業進出の在
り方，の4項目を立てて研究を進めたが，まだ結論を
得るに至っていない。この問題は研究すればするほど
誠にむずかしい問題が出てくるので，簡単に結論が得
られるとは考えていないし，また仮りに私がある1つ
の結論を出したとしても，こんどは別の学者から反論
の出てくることを予想しなければならない。要するに
問題は「真理の追求」と同時に「問題解決」にはどう
すればよいかが問われているからで，「問題解決」と
いうことになると，そこにはどうしても論者の価値観
が出てくるのを避けることができない。価値観は，論
者の人生観や世界観によって異ったものになるだろう
から．科学的に一一義的な価値観が得られるとは思えな
いからである。
　最近，私はあるところで次のようなことをきかされ
た。これまでに確立されてきた科学方法論によれば，
①客観性，②専門性，③法則性を要求されるが，そう
いう社会科学方法論による限り，解決できない問題が
沢山出てきている。そこで問題解決に役立つ実践性の
ある何らかの新しい方法論を考えなければならない状
態になってきているというのである。しかし，それに
よって現実の把握という存在の認識（真理の追求）が，
もうこれ以上不必要になったとは考えられないし，む
しろ，従来以上に真理の追求は問題解決のために必要
度が高まるであろうと思われるが，ただそれだけに止
ってあとは自分の専門外のことだからあずかり知らざ
るところだとするのでは，問題の知性による解決は絶
たれてしまうかも知れないから困るということなので
ある。
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　そこで考えてみる材料として例をあげるならば，①
私有財産制，②個人主義，③時間も犠牲もなしに実に
スムーズに行なわれる資源の効率的配分は，西欧経済
理論のよって立つ前提であるが，そういう前提がその
ままでは通用しない異質の経済社会（たとえば東南ア
シアの経済社会）を対象として研究するとき，」アジ
アの現実分析の方法は，政治，経済，社会，文化の諸
要因の相互作用のプロセスを全体として把握するので
なければ，有効なものとならない」というミュルダー
ルの「社会体系論的アプローチ」は，現実をよく調べ
れば調べるほど至極当然に提唱されてくる方法論であ
り，それは「非経済的要因」をも含む分析となり，
「制度的開発理論」　（経済過程を社会過程としてとら
える開発理論）といわれるものとなり，こうして純粋
経済学のワクを越えた研究方法になってしまうけれど
も，　「近代化」を価値前提（社会科学研究に当たって
具体的な基準として用いられる価値判断をミュルダー
ルは価値前提という）として置き，東南アジアの貧困
問題解決を目指す限りにおいて，当然考えられる研究
方法である。だからもし，「近代化」を価値前提とす
ること自体が誤りであるとするならば，東南アジアの
貧困問題解決のための経済開発を考えることも誤りで
あるとなるであろう。
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　そこで私は，インドネシア経済近代化のための経済
開発に当たり，そこにどんな問題が横たわっている
か，それはどういうように解決したらよいのかを課題
として研究しているのであるが，前言した通り．いま
のところ研究はまだ中途である。しかし，年度内には
一応の結論が出せるところまで研究を進めたいと考え
ている。
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